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2019年度 1124

三島小理科レポー ト 四国中央市立三島小学校

田中正史

1375 ５年「食塩やミョウバンをもっと溶かすには」2/14
しよくえん と

○ 今日はたくさん実験ができてよかったです。班で協 力
じつけん はん きようりよく

がたくさんできました。食塩がたくさん溶けたのでおも
しよくえん と

しろかったです。Ａさん

○ 食塩はいっぱい溶けるけど、ミョウバンはぜんぜん
しよくえん と

溶けないことが分かりました。Ｂさん
と

○ 食塩とミョウバンを水５０ｍ Lに溶かしたら、溶ける
しよくえん と と

量には限りがあることが分かりました。Ｃさん
りよう かぎ

○ 私のペアは、いつも平均の量でした。しっかりできた
へいきん りよう

のでよかったです。Ｄさん

○ 実験本番でしっかりできたのでよかったです。だいたい
じつけん

クラスの平均に近かったです。Ｅさん
へいきん

★ この実験では一番数の多かった結果を学級の値としました。
けつ か がつきゆう あたい

★ 気持ちが落ちついていないと、溶かす量の競争になって結果がバラバラになります。
き も お と りよう きようそう

１組は食塩９（杯）、９、９、９、８、８。ミョウバンは３（杯）２、２、２、２、２。
しよくえん はい はい

よくそろいました。２組も二つ目の実験ではよくそろいました。すばらしい！
じつけん

1376 「福島からの報告」1/24 ＊報告を再構成しています。

震災後、双葉中学校にで戻ってきた生徒は０．６％です。
しんさい ふた ば もど せい と

原発から６０ｋｍ 離れた地域（三島から高知県高知市の
げんぱつ はな ち いき こう ち けん

距離）でも２０１４年に学校が休校しました。
きよ り

７００～８００人の小中学生が香川県以外の全国に散り
か がわけん い がい ぜんこく ち

散りになりました。今は３人だけ残っています。一年の
ち のこ

うちに２～３回転校している子どもがいます。双葉町生まれ
てんこう ふた ば ちよう

であることを知られないようにするためです。

ひょっとすると自分のクラスにいるかもしれないという

意識が必要です。
い しき ひつよう

原発製造業に関わった講師から講演後に聞いた話です。
げんぱつせいぞうぎよう かか こう し こうえん

全体の場面では言うのは厳しい話だけど・・・。
ぜんたい ば めん きび

内部被曝（体の中に入った放射性物質が出す放射線の被害）は測れません。自然界の放射
ない ぶ ひ ばく ほうしやせいぶつしつ ほうしやせん ひ がい はか し ぜんかい ほうしや

線は４６年億年たって安定しています。しかし福島原発の事故の放射線は1年半経っている
おく あんてい ふくしまげんぱつ じ こ ほうしやせん た

けれど変化しています。今、放射線の量を測っている４０箇所の放射線の値は、私が仕事
へん か ほうしやせん りよう はか か しよ ほうしやせん あたい し ごと

をしていた頃、手袋を四重にして厳密に仕事していた時の値と同じです。
ころ て ぶくろ じゆう げんみつ し ごと あたい

★ 自分の責任ではないのに、東京電力の原発事故のために、故郷を明かせない子どもがいます。
せきにん げんぱつ じ こ こ きよう
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田中正史

1377 「女川原子力発電所の事故」1/25
はつでんしよ じ こ

○女川町議 阿部美紀子さん
ぎ

女川原発は地震当時、５系統の補助電源のうち
げんぱつ じ しん けいとう ほ じよでんげん

４系統がだめになりました。
けいとう

電源が全て失われると東京電力の福島原発と
でんげん すべ うしな ふくしまげんぱつ

同じ事故を起こします。
じ こ お

その後の台風で５系統のうち一つだけ残った
けいとう のこ

けど、それは前回生き残った電源と違うものでし
い のこ でんげん ちが

た。福島原発とは紙一重でした。
ふくしまげんぱつ かみひと え

＊ 愛媛県にある伊方原子力発電所でも事故。
え ひめけん い かた はつでんしよ じ こ

1/12 核燃料を原子炉から取り出す作業中、反応を抑える制御棒１本を誤って引き上げる。
かくねんりよう げん し ろ と だ さ ぎよう はんのう おさ せいぎよぼう あやま

1/17 広島高裁が、活断層・阿蘇山噴火の影響を考えて運転停止命令。
ひろしまこうさい かつだんそう あ そ ふん か えいきよう うんてんてい し めいれい

1/20 プールに保管中の燃料を点検用ラックに入れる際、ラックの枠に乗り上げる。
ほ かん ねんりよう てんけんよう さい わく の あ

1/25 定期検査中、ほぼ全ての電源が一時的に喪失。原因は不明。
てい き けん さ すべ でんげん いち じ てき そうしつ げんいん ふ めい

★ 「事故が多いなぁ。」が正直な気持ちですが、事故を公開している姿勢はいいですね。
じ こ き も じ こ こうかい し せい

でも、２５日の「ほぼ全ての電源喪失」の原因が不明なことは強い不安が残ります。伊方原発
すべ でんげんそうしつ げんいん ふ めい ふ あん のこ い かたげんぱつ

で爆発が起これば、放射能は偏西風に運ばれ、四国中央市の影響は０にはなりません。
ばくはつ お ほうしやのう へんせいふう はこ し こくちゆうおう し えいきよう

1378 ３年「N 極とS 極が向く方向は」2/17
えぬきよく えすきよく む ほうこう

○ 実験で、「くくる」を使ったけど、早く「くくれる」
じつけん つか

ようになりました。水にうかべる実験でぬれたけど、
じつけん

ちゃんと実験できました。Ａん
じつけん

○ 理科がある日は、すごくうれしいです。実験が
じつけん

楽しいので、毎日あればいいなと思います。Ｂさん

○ ぼうじしゃくと U字がたじしゃくが方位じしんと
ほう い

同じことがわかりました。Ｃさん

○ Ｎきょくは北を向いて、Ｓきょくは南を向いている
む む

のがすごかったです。Ｄさん

○ 予想があたっていたのでよかったです。エンピツを
よ そう

使った実験がむずかしかったです。Ｅさん
つか じつけん

○ 初めは理科がむずかしくて苦手なときもありました。
はじ にが て

かんたんではないけど、楽しいこともあると分かりま

した。Ｆさん

★ 「くくる」「むすぶ」「バランスをとる」は生活の中の基本的な操作です。練習しましょう。
き ほんてき そう さ れんしゆう
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1379 ６年「これは何の骨？」2/19

６年生が運動場で拾ったものを見せに来ました。
うんどうじよう ひろ

「何かの骨かな？どこの部分かは分かりません。」
ほね ぶ ぶん

授業では６年生理科の振り返りテストです。
じゆぎよう ふ かえ

テストにはサンゴの写真がありました。
しやしん

「先生、これに似ています。」
に

「あっ、そうだね。ここの筋からサンゴかも。」
すじ

「先生、珍しいですか？」
めずら

「高知の海とか南予の海にいっぱいるよ。」
なん よ

「でも貝かも。ウニの殻の一部かも。」
から いち ぶ

「それは値段が高いですか？」
ね だん

「いや、どこにでもあります。」

お金になるかが知りたかったようです。

「でも、海のものがどうして運動場に？」
うんどうじよう

「そうだね。工事の砂に紛れていたのかも。」
こう じ すな まぎ

1380 ４年「これは卵ですか？」

４年生の二人が枯れ葉を見せにきました。
か は

「先生、運動場にありました。これは卵ですか？」
うんどうじよう たまご

葉には粒がたくさんついています。
は つぶ

「たぶん卵です。昼休みにおいで。顕微鏡で見せて
たまご けん び きよう

あげる。」

４年生は「ウズラの卵」と表現していました。
たまご ひようげん

少しだけ長細い形。長い方が約１ mm。
やく

色は灰色。半分くらいまで点々がついています。
はいいろ

「白いガがそばにいました。」

「では、そのガの卵かも
たまご

しれないね。」

運動場には不思議な物が
うんどうじよう ふ し ぎ もの

時々落ちています。
お

★ 見せに来るのはいいのですが、「後でおいで。」と帰すと、そのままになっている人たちがい

ます。いつまでも理科室に置いておけませんよ。
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1381 ５年２組「水の量を増やすと・温度を上げると溶ける量は」2/17
りよう ふ おん ど と りよう

○ ミョウバンはとても溶けにくかったです。食塩は
と しよくえん

溶けやすかったです。Ａさん
と

○ ミョウバンはとても溶けにくく食塩は溶けやすい
と しよくえん と

ことが知れました。粉は全て同じ溶け方をすると
こな すべ と かた

思っていましたが違いました。Ｂさん
ちが

○ ペアで完璧に協 力できました。Ｃさん
かんぺき きようりよく

○ 置いていたら固まると初めて知りました。家で
お かた はじ

してみたいです Ｄさん

○ 最後の冷えてミョウバンはどうなるかにびっくりしました Ｅさん
さい ご ひ

○ 温めながら溶かしたミョウバンは溶けやすいと思っていなくて、びっくりしました。しばら
あたた と と

く置いておくと固まっていました。食塩は全然溶けなかったので不思議でした。Ｆさん
かた しよくえん ぜんぜん と ふ し ぎ

○ 火傷せずペアで交代しながらできたのでよかったです。Ｇさん
や け ど こうたい

○ この前は食塩の方がたくさん溶けていたけど、今回はミョウバンの方がたくさん溶けていた
しよくえん と と

のでびっくりしました。Ｈさん

1382 ３年「木の枝とウグイス」2/20
えだ

３年生が職員室に私を訪ねてきました。
しよくいんしつ たず

袋から出したのは長さ２０ｃｍ、直径５ｃｍくらい
ふくろ ちよつけい

の木の枝。でも皮だけで、中身はありません。見事に筒
えだ かわ なか み み ごと つつ

になっています。

「どうして拾ったのですか？」
ひろ

「総合的な学習の時間で薬研の滝に行く途中で拾い
そうごうてき がくしゆう や げん たき と ちゆう ひろ

ました。」

「どこで拾ったかをクイズにしたけど、すぐ当てら
ひろ

れました。」

枝はサクラ。サクラの皮は丈夫なので工芸に使われ
えだ かわ じよう ぶ こうげい つか

ています。ウグイスの話も出ました。

「先生、ウグイスが死んでいるのを見つけました。」
し

「それは何色でしたか？」「緑色です。」
みどりいろ

「目のまわりは白でしたか？」「白でした。」

「それはウグイスではなくメジロです。」

ウグイスはウグイス色ではありません。茶色。

「鳴き声がきれい」だから「姿もきれい」の勘違いです。
すがた かんちが


